
　

８
月
８
日
に
は
、
来
年
度
の
教

育
予
算
に
つ
い
て
、
校
長
会
・
事

務
職
員
協
会
と
と
も
に
、
県
教
育

委
員
会
へ
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　

魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
や
望
ま

し
い
教
育
環
境
づ
く
り
へ
の
一
層

の
取
組
と
、
積
極
的
な
情
報
発
信

な
ど
に
つ
い
て
十
分
な
教
育
予
算

を
確
保
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
し
ま
し
た
。

　

学
校
教
育
の
充
実
に
向
け
た
予

算
の
拡
充
に
つ
い
て
、
今
後
も
会

員
の
声
を
伝
え
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
御
協
力
の
ほ
ど
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

〈1〉 令和 6年 12 月 9 日 第 104 号高　P　連　だ　よ　り

　

大
村
知
事
、
飯
田
教
育
長
並
び

に
教
育
委
員
会
の
皆
様
に
は
、
日

頃
か
ら
学
校
教
育
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

の
充
実
の
た
め
に
御
支
援
を
賜
り
、

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

高
Ｐ
連
で
は
、
７
月
１
日
に
川

端
会
長
は
じ
め
新
三
役
の
５
名
に

よ
る
、
知
事
へ
の
表
敬
訪
問
を
行

い
ま
し
た
。

　

知
事
に
は
、
日
頃
の
御
支
援
へ

の
お
礼
と
と
も
に
、
高
Ｐ
連
が
行
っ

て
い
る
活
動
な
ど
に
つ
い
て
会
長

手
作
り
の
フ
リ
ッ
プ
を
示
し
な
が

ら
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
は
、
コ
ロ
ナ
明
け
か

ら
再
開
し
始
め
た
活
動
等
、
昨
今

の
学
校
の
状
況
な
ど
を
お
伝
え
す

る
と
と
も
に
、
県
が
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

に
向
け
て
、
高
Ｐ
連
や
保
護
者
の

立
場
か
ら
も
、　

御
協
力
で
き
れ
ば

と
お
話
し
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
高
Ｐ
連
が
行
う
事
業
の

一
つ
、「
互
い
に
学
び
、
楽
し
く
つ

な
が
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
」
で
は
、
各

校
が
実
践
し
て
い
る
活
動
を
広
く
募

集
し
て
き
て
い

ま
す
が
、
三
河

地
域
の
豪
雨
災

害
を
踏
ま
え
た

防
災
へ
の
取
組

等
、
い
く
つ
か

の
事
例
を
御
紹

介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、

全
会
員
に
配
布

し
て
い
る
広
報

紙
「
高
Ｐ
連
だ

よ
り
」
で
は
、

紙
面
に
掲
載
の

知
事
へ
の
表
敬
訪
問

予
算
要
望
活
動

1 2 3

8 4

9 5

11 6

7 12

10

タ
テ
の
カ
ギ

①

戦
い
に
勝
利
し
た
と
き
に
上
げ
る
喜
び
の
声
。

ま
た
、
気
勢
を
上
げ
る
時
の
「
エ
イ
エ
イ
オ
ー
」

も
そ
の
意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

②

ジ
ャ
マ
イ
カ
発
祥
の
音
楽
の
一
種
。
先
駆
者

の
一
人
と
し
て
有
名
な
の
は
故
ボ
ブ
・
マ
ー

リ
ー
。

③

平
安
時
代
に
菅
原
道
真
が
流
刑
（
今
で
言
う

人
事
異
動
・
左
遷
？
）
さ
れ
た
地
。

④

休
養
や
健
康
維
持
を
目
的
と
し
た
施
設
で
、

企
業
や
保
険
組
合
・
地
方
公
共
団
体
な
ど
が

運
営
し
て
い
る
。

⑤

今
ま
で
の
勢
い
が
衰
退
す
る
こ
と
。
ま
た
は
、

沈
み
ゆ
く
太
陽
、
入
り
日
。

⑥

山
頂
と
山
頂
を
つ
な
ぐ
峰
す
じ
。
山
稜
・
稜

線
と
も
言
う
。

⑦

味
噌
カ
ツ
と
言
え
ば
、
名
古
屋
人
は
「
○
○

と
ん
」。
古
く
は
弓
術
の
練
習
場
を
指
す
。

ヨコのカギ
①もう来年のモノは用意しましたか？水曜日から始ま
りますね。
⑦十返舎一九の代表作である「東海道中膝栗毛」は、
○○さん喜多さんコンビの珍道中が人気を呼んだ。
⑧韓国の言葉で「鍋料理」という意味。○○鍋と良く
聞きますが、「鍋」が重複してると思うのは私だけ？
笑
⑨特に名古屋弁で「すごい」の意。「どえりゃあ」はあ
まり聞かなくなったが、「でら」と略して言う若者も
多いようです。
⑩出身や縁故、利害などで結びついた人々が形成する
排他的で非公式な小集団。色んな組織で良く聞かれ
ます。
⑪エジプトの三大ピラミッド最大のもので、被葬者は
○○○○というのが定説となっている。
⑫ボルトやナットなどと一緒に取扱いがされているこ
とが多い。漢字では螺子・捻子・捩子・螺旋と表記
される。

応　

募　

方　

法

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　の
文
字
を
並
べ
替
え
て
で
き
る

言
葉
は
？
（
答
え
に
な
り
ま
す
）

　

愛
知
県
公
立

高
等
学
校
Ｐ
Ｔ

Ａ
連
合
会
の
皆

様
に
は
、
日
頃

よ
り
、
本
県
の

教
育
活
動
の
充
実
に
格
別
の
お
力
添

え
を
賜
り
、
深
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

教
育
の
充
実
は
、
未
来
へ
輝
く
「
進

化
す
る
愛
知
」
を
築
く
た
め
に
重
要
で

す
。
教
育
振
興
基
本
計
画
「
あ
い
ち
の

教
育
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
５
」
で
は
、
自

ら
学
び
に
向
か
う
姿
勢
や
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
の
育

成
を
掲
げ
、
特
色
あ
る
教
育
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

高
等
学
校
で
は
、「
県
立
高
等
学
校

再
編
将
来
構
想
」
に
基
づ
き
、
県
立
高

校
の
一
層
の
魅
力
化
・
特
色
化
な
ど
、

学
び
の
変
革
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ

の
中
心
は
「
中
高
一
貫
教
育
の
導
入
」、

「
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
の
開

設
」、「
夜
間
中
学
の
開
校
」
を
３
つ
で

す
。
さ
ら
に
、
各
学
校
に
お
い
て
は
ス

ク
ー
ル
ポ
リ
シ
ー
に
照
ら
し
各
教
科
・

科
目
や
総
合
的
な
探
究
の
時
間
に
お

け
る
探
究
活
動
の
推
進
や
地
域
等
と

連
携
し
た
取
組
を
推
進
す
る
な
ど
、
生

徒
が
主
体
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
で
は
、「
愛
知
・
つ

な
が
り
プ
ラ
ン
２
０
２
８
」
に
基
づ

き
、
中
学
校
と
高
等
学
校
、
特
別
支
援

学
校
と
連
携
を
強
化
し
、
切
れ
目
な
い

支
援
を
行
い
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
た
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
教
育
シ
ス
テ

ム
の
構
築
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
支
援
学
校
舎
へ
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
整
備
や
、
熱
中
症
対
策
の
た

め
、
特
別
支
援
学
校
は
来
年
度
、
高
等

学
校
は
２
０
２
７
年
度
ま
で
に
体
育

館
等
へ
の
空
調
設
備
を
整
備
す
る
な

ど
、
教
育
環
境
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

今
後
も
生
徒
の
学
力
の
伸
長
や
豊

か
な
人
間
性
の
育
成
の
た
め
に
、
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
様
々
な
施
策

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
も
御
支

援
、
御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
当
連

合
会
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
家
の
娘
は
、
小
学
生
の

時
に
テ
レ
ビ
で
観
た
ア
イ
ド
ル
に
一

目
惚
れ
し
て
以
来
、
ず
っ
と
推
し
活
を

続
け
て
い
ま
す
。
私
も
そ
ん
な
娘
の
影

響
を
多
大
に
受
け
て
、
今
は
一
緒
に
推

し
活
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
あ

り
が
た
い
こ
と
に
娘
の
反
抗
期
で
も

大
き
な
争
い
も
な
く
、
常
に
共
通
の
話

題
も
あ
り
、
仲
良
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
て
い
ま
す
。

　

推
し
活
と
は
、
自
分
に
と
っ
て
「
推

し
」
で
あ
る
人
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
応

援
す
る
活
動
の
こ
と
で
す
。
推
し
活
の

活
動
は
幅
広
く
、
大
き
く
分
け
て
三
つ

程
の
楽
し
み
方
が
あ
り
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
人
生
を
豊
か
に
し
て

く
れ
る
楽
し
み
で
あ
り
、
実
生
活
で
の

身
体
的
、
精
神
的
な
疲
れ
を
癒
や
し
て

く
れ
る
も
の
で
す
。
中
に
は
推
し
が
存

在
す
る
と
い
う
だ
け
で
幸
せ
な
気
持

ち
に
な
り
、
落
ち
込
ん
で
も
嫌
な
こ
と

を
乗
り
越
え
ら
れ
た
り
、
ス
ト
レ
ス
を

軽
減
で
き
た
り
す
る
人
も
い
ま
す
。
ま

た
、
仕
事
や
勉
強
を
頑
張
る
原
動
力
に

も
な
り
、
日
々
の
生
活
に
ハ
リ
が
出
ま

す
。

　

二
つ
目
は
、
会
え
る
時
に
恥
ず
か

し
く
な
い
よ
う
に
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
お

し
ゃ
れ
を
頑
張
っ
た
り
、
推
し
に
見

合
っ
た
自
分
に
な
る
よ
う
言
動
に
気

を
つ
け
た
り
す
る
動
機
に
も
な
り
ま

す
。

　

そ
し
て
最
後
の
三
つ
目
と
し
て
、
同

じ
趣
味
を
持
つ
友
達
が
増
え
る
き
っ

か
け
に
も
な
り
、
共
通
の
話
題
で
盛
り

上
が
っ
て
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
推
し
活
に
つ
い
て
述

べ
て
み
る
と
、
子
育
て
に
よ
く
似
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
私
は
娘
が
存
在

し
て
く
れ
る
だ
け
で
幸
せ
で
す
し
、
娘

は
仕
事
を
頑
張
る
原
動
力
に
も
な
り

ま
す
。
生
ま
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
ず
っ

と
見
て
い
て
も
飽
き
な
い
で
す
し
、
娘

の
笑
顔
を
見
た
く
て
行
動
し
た
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
私

の
ス
マ
ホ
の
カ
メ
ラ
ロ
ー
ル
の
中
に

は
、
娘
の
写
真
が
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
娘
の
こ
と
で
家
族
と
共

通
の
話
題
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。
す
な

わ
ち
、
親
に
と
っ
て
子
供
と
い
う
の

は
最
大
の
「
推
し
」
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
？
子
育
て
に
は
い
つ
か
終
わ
り

が
来
て
、
娘
が
自
分
の
「
推
し
」
で
い

て
く
れ
る
時
期
も
限
ら
れ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
考
え
る
と
、
手

間
も
か
か
り
お
金
も
か
か
る
子
育
て

で
す
が
「
最
大
の
推
し
活
」
と
思
っ
て
、

楽
し
む
べ
き
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
皆
様
へ

�
愛
知
県
知
事　

大　
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章

・・・
子
育
て
は
「
推
し
活
」
の
ご
と
く
・・・

　
　

愛
知
県
公
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等
学
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Ａ
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
の
懸
賞
賞

品
と
し
て
、
生
徒
た
ち
が
製
作
や

商
品
化
に
携
わ
っ
た
も
の
を
取
り

上
げ
て
い
る
こ
と
な
ど
も
、
賞
品

を
手
に
取
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら

お
伝
え
し
、
学
校
へ
の
更
な
る
御

支
援
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

短
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

直
接
に
意
見
交
換
が
で
き
る
貴
重

な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

ヒ
ン
ト
：
私
は
還
暦
を
機
に
、
弛
ん
だ
身
体
を
鍛
え
直
そ
う
と
○

○
○
○
し
て
ジ
ム
通
い
を
始
め
た
。（
漢
数
字
の
入
る
四
字
熟
語
）

校
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
発
表
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
演
で
は
、
自
身
の
周
り

や
地
球
上
の
様
々
な
出
来
事
に
つ
い

て
、
氏
独
自
の
視
点
か
ら
生
き
生
き

と
し
た
語
り
口
で
考
え
方
を
披
露
頂

き
、
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
工
夫
を
凝

ら
し
た
２
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
な
ど
、

多
く
の
参
加
者
の
共
感
を
呼
び
、
大

変
有
意
義
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　

来
年
度
大
会
は
、
静
岡
市
の
清
水

文
化
会
館
（
令
和
７
年
６
月
27
日
）

で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
Ｐ
連
健
全
育
成
委
員
会
を
、
９

月
18
日
（
水
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

県
警
察
本
部
少
年
課
に
よ
る
「
少
年

の
非
行
の
概
況
と
県
警
の
取
組
み
」

に
関
す
る
講
話
の
ほ
か
、
委
員
の
所

属
す
る
５
校
に
お
け
る
健
全
育
成
に

関
わ
る
課
題
等
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
ま
し
た
。

期
日　



令
和
７
年
８
月
21
日
（
木
）・

22
日
（
金
）

会
場　



三
重
県
津
市
産
業
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
（
サ
オ
リ
ー
ナ
）

　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
併
用
予
定

　

７
月
10
日
（
水
）、
高
Ｐ
連
理
事

会
の
開
催
に
先
立
ち
、
弘
済
会
愛
知

支
部
か
ら
の
奨
励
金
給
付
式
を
行
い

ま
し
た
。

　

優
秀
な
活
動
実
績
を
上
げ
て
い
る

高
等
学
校
５
校（
千
種
、犬
山
、東
浦
、

岡
崎
工
科
、
成
章
）
の
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
に

対
し
て
、
奨
励
金
（
５
万
円
）
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
21
日
（
金
）、
三
重
県
文
化

会
館
大
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
午
前
の

総
会
と
午
後
か
ら
の
「
三
重
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
参
加
者
数
は
825
名
。旅
人
・

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
た
か
の
て
る
こ
氏
の

講
演
や
、
神
戸
高
校
・
半
田
工
科
高

令
和
６
年
度
東
海
大
会
報
告

日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会
奨
励
金

健
全
育
成
委
員
会
開
催

来
年
度
の
第
74
回
全
国
高
等
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
三
重
大
会
に
つ
い
て

　

ハ
ガ
キ
に
答
え
・
ご
住
所
・
ご
氏
名
・

所
属
Ｐ
Ｔ
Ａ
（
任
意
で
自
由
コ
メ
ン
ト
）

を
明
記
の
う
え
、

〒
４
６
０

−

０
０
０
７

名
古
屋
市
中
区
新
栄
１

−

４９

−

１０

愛
知
県
教
育
会
館
六
階

愛
知
県
公
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

【
締
切
：
１
月
17
日
消
印
有
効
】

正
解
者（
多
数
の
場
合
は
抽
選
で
10
名
様
）

に
は
県
立
吉
良
高
等
学
校
の
生
徒
が
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
し
た
「
吉
良
セ
ッ
ト
一
箱
（
８

個
程
度
の
焼
き
菓
子
詰
め
合
わ
せ
）」
を

発
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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岩
倉
総
合
高
校
は
昭
和

46
年
に
岩
倉
商
業
高

校
と
し
て
開
校
し
、
そ
の
後

普
通
科
開
設
に
伴
い
岩
倉
高

校
、
平
成
11
年
に
県
内
初
の

総
合
学
科
と
な
り
、
平
成
13

年
に
は
岩
倉
総
合
高
校
（
５

ク
ラ
ス
）
と
名
称
を
改
め
ま

し
た
。

　

正
門
の
陶
板
タ
イ
ル
は
、

創
立
50
周
年
記
念
事
業
で
、

生
徒
が
作
成
し
、
校
内
で
焼

き
上
げ
た
も
の
で
す
。

　

の
ど
か
な
田
園
風
景
の
も

と
、
７
系
列
に
於
い
て
、
100

を
超
え
る
多
様
な
選
択
科
目

を
用
意
し
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
が
自
分
の
進
路
に
合
わ
せ

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
考
え
、

進
路
実
現
の
た
め
、
生
き
生

き
と
し
た
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。

　

大
学
や
専
門
学
校
進
学
を

目
指
す
生
徒
や
高
度
な
資
格

を
取
得
し
進
学
や
就
職
を
目

指
す
生
徒
な
ど
、
必
修
科
目

で
あ
る
「
産
業
社
会
と
人

内
海
高
等
学
校
は
、　

尾

張
地
区
最
南
端
の
学

校（
知
多
半
島
の
南
知
多
町
）

で
あ
り
、
本
年
度
で
創
立
85

周
年
を
迎
え
る
伝
統
あ
る
学

校
で
す
。

　

昭
和
14
年
に
町
立
愛
知
県

内
海
高
等
裁
縫
女
学
校
と
し

て
開
校
以
来
、
幾
多
の
変
遷

を
経
て
、
昭
和
32
年
に
現
在

の
愛
知
県
立
内
海
高
等
学
校

と
改
称
し
ま
し
た
。
昭
和
49

年
に
は
、
現
在
の
地
に
移
転

し
、
昭
和
55
年
に
は
篠
島
、

日
間
賀
島
に
そ
れ
ぞ
れ
分
校

が
誕
生
し
、
知
多
半
島
南
部

の
産
業
・
文
化
の
根
幹
を
支

え
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
に
な
り
社

会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
情
報

化
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な

進
展
に
よ
り
募
集
ク
ラ
ス
の

減
少
、
ま
た
、
日
間
賀
・
篠

島
校
舎
が
閉
校
と
な
り
、
一

時
は
内
海
高
校
の
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
る
状
態
に
な
り
ま
し

間
」
で
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
主
眼
に
置
い

た
「
個
」
の
教
育
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
文
科
省
よ
り
「
高
校
Ｄ
Ｘ

ハ
イ
ス
ク
ー
ル
」
の
選
定
を
受
け
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
文
理
横
断
的
、
探
究

的
な
学
び
を
強
化
す
る
た
め
、
ハ
イ
ス

ペ
ッ
ク
Ｐ
Ｃ
等
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
が
導
入

さ
れ
ま
す
。

　

本
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
進
路
、
生
活
、

広
報
と
３
つ
の
委
員
会
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
進
路
委
員
会
で
は
補
習
授
業

へ
の
支
援
や
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
生
活
委
員
会
で
は
、
通
年
、

た
が
、
地
域
の
方
々
の
御
支
援
や
内
海

高
校
関
係
者
の
努
力
に
よ
り
、
現
在
の

内
海
高
校
（
１
学
年
２
ク
ラ
ス
）
が
存

続
し
て
お
り
ま
す
。

　

校
訓
は
「
誠
実
・
努
力
」
で
あ
り
、

何
事
に
も
誠
実
に
取
り
組
み
、
努
力
す

る
人
を
育
て
ま
す
。

　

本
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
規
模
が
小
さ
く
20

名
程
度
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な
活

動
は
文
化
祭
へ
の
出
店
で
す
。
食
品
の

模
擬
店
を
は
じ
め
、
ド
リ
ン
ク
販
売
、

制
服
や
手
芸
品
・
農
産
物
の
バ
ザ
ー
な

学
校
周
辺
で
朝
の
交
通
安
全
指
導
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
研
修
旅
行
の
企
画
、
運
営
を
行
っ

て
い
ま
す
。
広
報
委
員
会
で
は
、
年
２

回
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
を
発
行
し
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
役
員
全
員
で
文
化
祭
に

お
い
て
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の
出
店
や
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
飲
料
の
販
売
を
行
い
、
文
化

祭
を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
、
保
護
者
と

学
校
と
の
関
係
を
密
に
し
、
本
校
が

益
々
楽
し
い
学
び
舎
と
な
る
よ
う
、
開

か
れ
た
学
校
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め

て
い
き
ま
す
。

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の
模
擬
店

で
は
、
肉
う
ど
ん
と
揚
げ
た
こ
焼
き
を

販
売
し
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。
ま
た
、

体
験
型
研
修
会
で
は
、
講
師
を
お
招
き

し
て
「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
講
座
」
で
ミ
ニ
椅
子
を

制
作
し
ま
し
た
。
丈
夫
で
使
い
勝
手
の

良
い
椅
子
が
で
き
て
大
満
足
で
し
た
。

　

人
数
が
少
な
い
の
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
組

織
が
い
く
つ
か
の
部
や
委
員
会
に
分
か

れ
る
こ
と
な
く
、
皆
さ
ん
で
協
力
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
生
徒

の
た
め
に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

学　校　風　景

文化祭PTAバザー

学　校　風　景

ファミリーシップ制度等の
多様性理解の重要性

あいちの学び推進課

愛知県立 内海高等学校 PTA 愛知県立 岩倉総合高等学校 PTA学 校 紹 介
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671
教 育 相 談

高
校
生
か
ら
の
相
談
内
容

　

令
和
５
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
高
校
生
か

ら
の
相
談
は
400
件
で
、
全
体
の
約
4.7
％
で

し
た
。

　

主
な
相
談
は「
学
校
生
活
」「
性
の
問
題
」

「
健
康
・
不
安
」「
家
族
関
係
」
で
、
高
校

生
か
ら
の
相
談
の
約
39.0
％
を
占
め
ま
す
。

　

や
は
り
、「
学
校
生
活
」
の
相
談
に
は
、

進
路
の
こ
と
、
友
人
の
こ
と
、
部
活
の
こ

と
な
ど
多
く
の
要
素
が
あ
る
か
ら
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

高
校
生
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
内
容

　

令
和
５
年
度
に
寄
せ
ら
れ
た
高
校
生
の

保
護
者
か
ら
の
相
談
は
635
件
で
、
全
体
の

約
23.5
％
で
し
た
。

　

最
も
多
い
相
談
は
、
子
ど
も
の
「
性
格

や
行
動
に
関
す
る
相
談
」
で
180
件
あ
り
、

高
校
生
の
保
護
者
か
ら
の
相
談
の
28.3
％
を

占
め
ま
す
。
こ
の
「
性
格
や
行
動
に
関
す

る
相
談
」
に
は
、
不
登
校
の
問
題
や
発
達

障
が
い
に
関
す
る
内
容
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。

　

二
番
目
に
多
い
相
談
は
、子
ど
も
の「
学

校
生
活
に
関
す
る
相
談
」
で
141
件
・
約

22.2
％
で
す
。
三
番
目
が
「
家
族
関
係
に
関

す
る
相
談
」
で
69
件
・

約
10.9
％
で
す
。
多
く
の

保
護
者
が
悩
み
を
解

消
で
き
る
糸
口
を
模

索
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
教
育
相
談
こ
こ
ろ
の
電
話
」
は
、
青
少
年
と
そ
の
保
護
者
を
主
な
対
象
と
し

た
電
話
相
談
で
す
。
相
談
を
通
し
て
、
不
安
や
悩
み
の
自
主
的
な
解
決
を
援
助
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
令
和
５
年
度
は
８
、４
４
１
件
の
相
談
が
あ
り

ま
し
た
。
相
談
を
受
け
る
の
は
、
研
修
を
積
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
談
員
で
す
。

名
前
を
告
げ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
相
談
内
容
が
周
囲
に
知
ら
れ
る
こ

と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
相
談
で
き
ま
す
。

　

相
談
時
間
は
、
午
前
10
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
で
す
。（
た
だ
し
、
年
末
年
始

は
除
き
ま
す
。）

　

先
回
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ

ル
の
御
応
募
の
中
に
、「
前
回
の

正
解
を
載
せ
て
欲
し
い
」
旨
の

コ
メ
ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。
誠

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

件
に
関
し
ま
し
て
は
、
当
連
合

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に「
高
Ｐ
連
だ
よ
り
」の
バ
ッ

ク
ナ
ン
バ
ー
を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
け
れ
ば
、
過
去
の
問
題
や
正
解
は
そ
ち
ら
で
御

確
認
く
だ
さ
い
。
勿
論
、
そ
れ
以
外
の
情
報
も
あ

り
ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
頂
け
る
と
幸
い
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
10
月
か
ら
郵
便
料
金
が

値
上
げ
さ
れ
、
ハ
ガ
キ
を
送
る
の
に
も
85
円
（
従

来
63
円
）か
か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の「
高

Ｐ
連
だ
よ
り
」
自
体
も
紙
ベ
ー
ス
で
仕
上
げ
、
各

校
に
配
送
す
る
と
い
う
「
ア
ナ
ロ
グ
処
理
」
で
104

号
ま
で
重
ね
て
参
り
ま
し
た
が
、
紙
代
や
配
送
料

金
な
ど
が
軒
並
み
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
と
な
る
中
、

今
後
の
在
り
方
を
見
直
す
時
期
に
来
て
い
る
の
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。（
既
定
予
算
内
で
の
対
応
案
は

全
く
の
白
紙
で
す
。
会
員
の
皆
様
か
ら
の
提
案
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。）

　

と
り
あ
え
ず
、
今
回
の
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

に
関
し
て
は
、
従
来
通
り
ハ
ガ
キ
で
の
御
応
募
を

お
願
い
し
ま
す
。
印
刷
済
み
の
余
っ
た
年
賀
状
の

余
白
で
も
必
要
事
項
の
記
入
さ
え
あ
れ
ば
受
付
け

し
ま
す
の
で
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

編
集
後
記

　「愛知県人権尊重の社会づくり条例」（2022年４月１日施行）
では、性的指向及び性自認の多様性についての理解の増進に必
要な取組を推進するとしています。
　この条例の理念である「多様性を認め合い、誰一人取り残さ
れることのない人権尊重の社会づくり」の実現に向けた取組と
して、「愛知県ファミリーシップ宣誓制度」を2024年４月１日
から開始しました。この宣誓は、婚姻が難しいカップルやその
子供たちが「家族」としての関係を認め合い、県にその関係を
公式に証明してもらうことができるものです。法律婚とは異な
り、法的な権利や義務は生じませんが、愛知県内での生活にお
いて家族として尊重されることが目的です。
　学校においても、ファミリーシップ制度を含む様々な人権課
題に対する理解が必要です。多様な家族形態や性別、性自認、
障害の有無などに対する理解を深めることが求められます。今
まで自分と異なると思っていた人が、お互いの存在を認め合う
ことで、互いの違いや共通点に気付き、今までもっていた視点
を改め、差別を助長する誤解や偏見を減らすことができます。
また、誰もが差別や偏見に苦しむことなく、人生が豊かになり、
生きやすい社会を実現することができます。
　このように、包摂的で平等な社会を築くためには、多様性を
理解することが重要となります。
　子供たちが多様性を認識し、自己を受け入れ、他者を尊重す
る姿勢を育むためには、学校は大切な学びの場の一つです。学
校生活のあらゆる場面において、異なる価値観や考えを持つ人
とともに過ごすことで、人権課題についての理解を深め、全て
の人を尊重し、平等な機会をもつ社会を実現するための基盤を
築くことができます。
　また、保護者の皆様におかれましても、様々な人権課題につ
いて御理解いただき、学校と協力して多様性を尊重する教育を
推進していただければと思います。子供たちが、自分自身と他
者を理解し、共に支え合いながら成長するためには、学校だけ
でなく、保護者や地域等が一緒に取り組んでいくことが重要で
す。今後も、人権尊重の社会づくりに向けた取組を進めてまい
ります。
　各校のＰＴＡの皆様におかれましては、本課の事業への御理
解と御協力をいただきますとともに、一人一人が学びを深め、
社会全体で子供の教育を担っていくために、これからも多様な
立場で子供や地域に関わっていただきますようお願い申し上げ
ます。

文化祭PTAバザー

お 知 ら せ
　当財団では、このほかにも「不登校」
と「発達障がい」をテーマに、専門家
を講師に迎えて、保護者が基礎的な知
識や子どもへの対応の方法を学ぶ面接
相談事業を実施しています。
　興味のある方は下記のホームページ
をご覧ください。

あいち教育スポーツ 検索


